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(57)【要約】
【課題】　眼底断層像と前眼部断層像の両方を鮮明に撮
影可能にする。
【解決手段】　光源部から出射された光束を測定光束と
参照光束に分け、測定光束と参照光束との合成により得
られる干渉光を受光素子に受光させる干渉光学系と、測
定光束の進行方向を変える光スキャナと、受光素子から
出力される受光信号を処理して被検眼の所定部位の断層
像を取得する制御手段と、を備える眼科撮影装置におい
て、光源部は、被検眼の眼底断層像を得るために設けら
れた第１波長光を発生する第１の光源と、被検眼の前眼
部断層像を得るために設けられた第２波長光を発生する
第２の光源と、を有し、制御手段は、第１の光源を制御
し、第１の光源による第１波長光を用いて被検眼の眼底
断層像を取得する一方、第２の光源を制御し、第２の光
源による第２波長光を用いて被検眼の前眼部断層像を取
得する。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源部から出射された光束を測定光束と参照光束に分け、測定光束を被検眼の所定部位
に導き，参照光束を参照光学系に導いた後、前記所定部位で反射した測定光束と参照光束
との合成により得られる干渉光を受光素子に受光させる干渉光学系と、
　前記干渉光学系の光路中に配置され，被検眼の所定部位上で横断方向に前記測定光束を
走査させるために前記測定光束の進行方向を変える光スキャナと、
　前記干渉光学系及び光スキャナを制御し、前記受光素子から出力される受光信号を処理
して被検眼の所定部位の断層像を取得する制御手段と、を備える眼科撮影装置において、
　前記光源部は、
　被検眼の眼底断層像を得るために設けられた第１波長光を発生する第１の光源と、
　被検眼の前眼部断層像を得るために設けられた第２波長光を発生する第２の光源と、を
有し、
　前記制御手段は、前記第１の光源を制御し、前記第１の光源による第１波長光を用いて
被検眼の眼底断層像を取得する一方、前記第２の光源を制御し、前記第２の光源による第
２波長光を用いて被検眼の前眼部断層像を取得することを特徴とする眼科撮影装置。
【請求項２】
　請求項１の眼科撮影装置において、
　前記第１の光源は、λ＝８００～１１００ｎｍの間に中心波長を持つ波長帯域において
時間的に波長を走査する第１の波長走査型光源であって、
　前記第２の光源は、λ＝１２００以上に中心波長を持つ波長帯域において時間的に波長
を走査する第２の波長走査型光源であることを特徴とする眼科撮影装置。
【請求項３】
　請求項２の眼科撮影装置において、
　前記第１波長光を出射するためのレーザ発振の第１共振器と、
　前記第１共振器内に設けられ、発振する波長に利得を有する第１ゲイン媒体と、
　前記第２波長光を出射するためのレーザ発振の第２共振器と、
　前記第２共振器内に設けられ、発振する波長に利得を有する第２ゲイン媒体と、
　前記第１共振器及び前記第２共振器の両共振器内に配置され、選択波長を連続的に可変
する波長可変光フィルタと、を備えることを特徴とする眼科撮影装置。
【請求項４】
　請求項３の眼科撮影装置において、
　前記波長可変光フィルタは、光ビームの偏向角度を一定範囲で周期的に変化させる単一
の光ビーム偏向部と、
　第１波長光に対応する入射光を波長毎に分離する第１のスペクトル分光部材と、
　第２波長光に対応する入射光を波長毎に分離する第２のスペクトル分光部材と、
　を有し、
　前記制御手段は、前記光ビーム偏向部の駆動を制御し、前記第１のスペクトル分光部材
に対する光ビームの入射角度を変化させることにより第１波長光の波長を走査し、
　前記第２のスペクトル分光部材に対する光ビームの入射角度を変化させることにより第
２波長光の波長を走査することを特徴とする眼科撮影装置。
【請求項５】
請求項４の眼科撮影装置において、
　波長可変光フィルタは、
　前記第１共振器と第２共振器の光路を一旦結合させる光結合部材と、を備え、
　光ビーム偏向部は、光結合部材によって結合された光ビームの偏向角度を一定範囲で周
期的に変化させる光ビーム偏向部であって、
　前記光ビーム偏向部によって偏向された光ビームを、前記第１の回折格子が配置された
第１の光路と前記第２の回折格子が配置された第２の光路と、に分離すると共に、
　前記第１回折格子を経過した光ビームと前記第２回折格子を経過した光ビームの光路を
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合成し、前記光ビーム偏向部へ導くビームスプリッタと、
　を備えることを特徴とする眼科撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検眼の断層像を撮影する眼科撮影装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　被検眼の断層像を撮影する眼科撮影装置として、低コヒーレント光を用いた光断層干渉
計（Optical Coherence Tomography:OCT）が知られている。
【０００３】
　上記装置においては、眼底撮影に対応した８００ｎｍ～９００ｎｍ付近に中心波長を持
つ光源を用いて、被検眼眼底上で測定光を走査させることにより眼底断層像を撮影する装
置が一般的である（特許文献１参照）。また、このような装置では、前眼部アダプターを
対物レンズに装着することにより、前眼部断層像を撮影できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１５１６２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、眼底撮影に対応した測定光を用いて前眼部断層像を得る場合、測定光が
強膜によって吸収されてしまい、強膜の背後に位置する隅角部分を鮮明に撮影することが
困難である。
【０００６】
　本発明は、上記問題点を鑑み、眼底断層像と前眼部断層像の両方を鮮明に撮影可能な眼
科撮影装置を提供することを技術課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
（１）　光源部から出射された光束を測定光束と参照光束に分け、測定光束を被検眼の所
定部位に導き，参照光束を参照光学系に導いた後、前記所定部位で反射した測定光束と参
照光束との合成により得られる干渉光を受光素子に受光させる干渉光学系と、前記干渉光
学系の光路中に配置され，被検眼の所定部位上で横断方向に前記測定光束を走査させるた
めに前記測定光束の進行方向を変える光スキャナと、前記干渉光学系及び光スキャナを制
御し、前記受光素子から出力される受光信号を処理して被検眼の所定部位の断層像を取得
する制御手段と、を備える眼科撮影装置において、前記光源部は、被検眼の眼底断層像を
得るために設けられた第１波長光を発生する第１の光源と、被検眼の前眼部断層像を得る
ために設けられた第２波長光を発生する第２の光源と、を有し、前記制御手段は、前記第
１の光源を制御し、前記第１の光源による第１波長光を用いて被検眼の眼底断層像を取得
する一方、前記第２の光源を制御し、前記第２の光源による第２波長光を用いて被検眼の
前眼部断層像を取得することを特徴とする。
（２）　（１）の眼科撮影装置において、前記第１の光源は、λ＝８００～１１００ｎｍ
の間に中心波長を持つ波長帯域において時間的に波長を走査する第１の波長走査型光源で
あって、前記第２の光源は、λ＝１２００以上に中心波長を持つ波長帯域において時間的
に波長を走査する第２の波長走査型光源であることを特徴とする。
（３）　（２）の眼科撮影装置において、前記第１波長光を出射するためのレーザ発振の
第１共振器と、前記第１共振器内に設けられ、発振する波長に利得を有する第１ゲイン媒
体と、前記第２波長光を出射するためのレーザ発振の第２共振器と、前記第２共振器内に
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設けられ、発振する波長に利得を有する第２ゲイン媒体と、前記第１共振器及び前記第２
共振器の両共振器内に配置され、選択波長を連続的に可変する波長可変光フィルタと、を
備えることを特徴とする。
（４）　（３）の眼科撮影装置において、前記波長可変光フィルタは、光ビームの偏向角
度を一定範囲で周期的に変化させる単一の光ビーム偏向部と、第１波長光に対応する入射
光を波長毎に分離する第１のスペクトル分光部材と、第２波長光に対応する入射光を波長
毎に分離する第２のスペクトル分光部材と、を有し、前記制御手段は、前記光ビーム偏向
部の駆動を制御し、前記第１のスペクトル分光部材に対する光ビームの入射角度を変化さ
せることにより第１波長光の波長を走査し、前記第２のスペクトル分光部材に対する光ビ
ームの入射角度を変化させることにより第２波長光の波長を走査することを特徴とする。
（５）　（４）の眼科撮影装置において、波長可変光フィルタは、前記第１共振器と第２
共振器の光路を一旦結合させる光結合部材と、を備え、光ビーム偏向部は、光結合部材に
よって結合された光ビームの偏向角度を一定範囲で周期的に変化させる光ビーム偏向部で
あって、前記光ビーム偏向部によって偏向された光ビームを、前記第１の回折格子が配置
された第１の光路と前記第２の回折格子が配置された第２の光路と、に分離すると共に、
前記第１回折格子を経過した光ビームと前記第２回折格子を経過した光ビームの光路を合
成し、前記光ビーム偏向部へ導くビームスプリッタと、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、眼底断層像と前眼部断層像の両方を鮮明に撮影できる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。図１は、本実施形態の眼科撮影装置の光
学系及び制御系を示す図である。なお、本実施形態においては、被検眼の奥行き方向をＺ
方向（光軸Ｌ１方向）、水平方向をＸ方向、鉛直方向をＹ方向として説明する。
【００１０】
　まず、本装置の概要について説明する。本装置には、光源部（２７）から出射された光
束を測定光束と参照光束に分割し、測定光束を被検眼の所定部位（前眼部又は眼底）に導
き，参照光束を参照光学系に導いた後、被検眼の所定部位で反射した測定光束と参照光束
との合成により得られる干渉光を受光素子（８３）に受光させる干渉光学系（２００）が
設けられる。光源部には、波長走査型光源、低コヒーレント光源、等が用いられる。参照
光学系は、図１のような反射型の参照光学系であってもよいし、もちろん透過型の参照光
学系であってもよい。
【００１１】
　また、干渉光学系（２０）の測定光束の光路中には、被検眼の所定部位上で横断方向（
ＸＹ方向）に測定光束を走査させるために測定光束の進行方向を変える光スキャナ（２３
）が配置される。光スキャナには、ミラーの他、音響光学素子（ＡＯＭ）等が用いられる
。
【００１２】
　そして、干渉光学系（２００）及び光スキャナ（２３）が制御され、受光素子（８３）
から出力される受光信号が処理されることによって、被検眼の所定部位の断層像が取得さ
れる（図３参照）。なお、これらの制御・処理は、ある制御部（７０）によって行われる
。
【００１３】
　光源部（２７）は、眼底断層像を得るために設けられ、λ＝８００～１１００ｎｍの間
に中心波長を持つ第１波長光を発生する第１の光源（６０）と、前眼部断層像を得るため
に設けられ、λ＝１２００～１６００ｎｍの間に中心波長を持つ第２波長光を発生する第
２の光源（９０）と、を有する（図２参照）。
【００１４】
　そして、第１の光源（６０）が制御され、第１の光源（６０）による第１波長光を用い
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て眼底断層像が取得される一方、第２の光源（９０）が制御され、第２の光源（９０）に
よる第２波長光を用いて前眼部断層像が取得される。これにより、眼底断層像と前眼部断
層像の両方が鮮明に撮影される。
【００１５】
　第１の光源（６０）は、λ＝８００～１１００ｎｍの間に中心波長を持つ波長帯域にお
いて時間的に波長を走査する第１の波長走査型光源であってもよい。また、第２の光源（
９０）は、λ＝１２００～１６００ｎｍの間に中心波長を持つ波長帯域において時間的に
波長を走査する第２の波長走査型光源であってもよい。この場合、装置は、ＳＳ－ＯＣＴ
(Swept Source OCT)として形成される。
【００１６】
　さらに、第１の光源（６０）と第２の光源（９０）を有する波長走査型光源は、第１波
長光を出射するためのレーザ発振の第１共振器と、第１共振器内に設けられ、発振する波
長に利得を有する第１ゲイン媒体（６１）と、第２波長光を出射するためのレーザ発振の
第２共振器と、第２共振器内に設けられ、発振する波長に利得を有する第２ゲイン媒体（
９１）と、第１共振器及び第２共振器の両共振器内に配置され、選択波長を連続的に可変
する波長可変光フィルタ（１０００）と、を備える。なお、各共振器は、例えば、バルク
型、ファイバー型がありうる。なお、以下の説明では、ファイバー型とバルク型の複合型
となっている。
【００１７】
　波長可変光フィルタ（１０００）は、たとえば、光ビームの偏向角度を一定範囲で周期
的に変化させる単一の光ビーム偏向部（４７）と、第１波長光に対応する入射光を波長毎
に分離する第１のスペクトル分光部材（６８）と、第２波長光に対応する入射光を波長毎
に分離する第２のスペクトル分光部材（９８）と、を有する（図２、図４参照）。
【００１８】
　なお、光ビーム偏向部には、ポリゴンミラーの他、一枚のミラー、デジタル・マイクロ
ミラー・デバイス（ＤＭＤ）、音響光学光偏向素子（ＡＯＭ）、レゾナントスキャナー、
ＫＴＮ結晶等が用いられる。
【００１９】
　また、入射光を波長毎に分離するスペクトル分光部材には、透過型／反射型回折格子の
他、プリズム、音響光学回折用セル、伝送格子（例えば、ディスソン型ホログラフィック
格子）等が用いられる。
【００２０】
　この場合、波長可変光フィルタ（１０００）は、例えば、図２に示すように、第１共振
器と第２共振器の光路を一旦結合させる光結合部材（４１）を備え、光ビーム偏向部（４
７）は、光結合部材によって結合された光ビームを偏向する。さらに、波長可変光フィル
タ（１０００）に配置されたビームスプリッタ（４９）は、偏向された光ビームを、第１
のスペクトル分光部材（６８）が配置された第１の光路（Ａ）、第２のスペクトル分光部
材（９８）が配置された第２の光路（Ｂ）に分離すると共に、第１のスペクトル分光部材
（６８）を経過した光ビームと第２のスペクトル分光部材（９８）を経過した光ビームの
光路を合成し、光ビーム偏向部（４７）へ導く。
【００２１】
　また、波長可変光フィルタ（１０００）は、例えば、図４に示すように、第１のスペク
トル分光部材（１１１）によって分光された光路と、第２のスペクトル分光部材（１１２
）によって分光された光路と、を一旦結合するビームスプリッタ（１１４）を備える。こ
の場合、光ビーム偏向部（４７）は、光ビームスプリッタ（１１４）によって結合された
光ビームを偏向すると共に、光ビームスプリッタ（１１４）に光ビームを戻す。そして、
ビームスプリッタ（１１４）は、各波長光に応じて第１のスペクトル分光部材又は第２の
スペクトル分光部材に向けて光を戻す。
【００２２】
　なお、本装置は、ＳＳ－ＯＣＴに限るものではなく、他の方式の装置においても、本発
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明の適用は可能である。例えば、測定光と参照光の合成により得られる干渉光を分光させ
た後、受光素子（例えば、ラインセンサ）上に受光させるＳＤ－ＯＣＴ（Spectral Domai
n OCT）に用いることができる。
【００２３】
　この場合、第１の光源による第１測定光束と参照光束との合成により得られる干渉光を
分光する第１分光光学系、分光された干渉光を波長毎に受光する第１受光素子、を持つ第
１のスペクトルメータと、第２の光源による第２測定光束と参照光束との合成により得ら
れる干渉光を分光する第２分光光学系、分光された干渉光を波長毎に受光する第２受光素
子を持つ第２のスペクトルメータとが設けられる。
【００２４】
　なお、上記概要説明において、（）内の番号は、参照番号に過ぎず、具体的構成は、こ
れに限定されるものでものではない。
【００２５】
　本装置の詳細な構成について、以下に説明する。図１において、その光学系は、被検眼
眼底及び前眼部の断層画像を光干渉の技術を用いて非侵襲で得るための干渉光学系（以下
、ＯＣＴ光学系とする）２００と、赤外光を用いて被検眼の眼底を照明し観察するための
ＳＬＯ眼底像を取得するスキャニングレーザオフサルモスコープ（ＳＬＯ）光学系３００
と、に大別される。なお、ＯＣＴ光学系２００はＯＦＤＩ（Optical Frequency-Domain I
maging）型のＯＣＴ光学系（ＳＳ－ＯＣＴともいう）であり、出射波長を高速で変化させ
る波長走査型光源２７がＯＣＴ光源として用いられる。
【００２６】
　なお、４０は光分割部材としてのダイクロイックミラーであり、ＯＣＴ光学系２００に
用いられる波長走査型光源２７から発せられる第１測定光（例えば、λ＝８４０ｎｍ付近
）及び第２測定光（例えば、λ＝１３００ｎｍ付近）を反射し、ＳＬＯ光学系３００の光
源から発せられるレーザ光（光源２７とは異なる波長の光　例えば、λ＝７８０ｎｍ付近
）を透過する特性を有する。
【００２７】
　ここで、波長走査型光源２７についてより具体的に説明する。図２は、波長走査型光源
２７の構成を示す図である。その波長走査型光源２７は、第１波長光を発生する第１波長
走査型光源ユニット６０（以下、第１光源ユニット）と、第１光源ユニット６０と接続さ
れ、第１波長光の波長を連続的に可変する第１波長可変光フィルタ（以下、第１光フィル
タ）６００と、第２波長光を発生する第２波長走査型光源ユニット（第２光源ユニット）
９０と、第２光源ユニット９０と接続され、第２波長光の波長を連続的に可変する第２波
長可変光フィルタ（以下、第２光フィルタ）９００とに大別される。
【００２８】
　なお、一般的には、第１波長光の波長帯域（例えば、８００～１１００ｎｍ）は、眼内
を透過する際に水分による光の吸収が少なく眼底からの散乱光を観測できるため眼底撮影
に適している。また、第２波長光の波長帯域（例えば、１２００～１６００ｎｍ）は、透
過率が高く、隅角部分にまで光が到達し、その散乱光を観測できるため、前眼部撮影（特
に、隅角撮影）に適している。なお、前眼部の毛様体部分を観察するため、第２波長光の
波長帯域としてλ＝１６００ｎｍ以上（好ましくは、λ＝１６００～１８００ｎｍ）の長
波長帯域が用いられてもよい。なお、各光源の波長帯域は、各撮影部位における注目部位
、使用される波長帯域に対する受光素子の感度、等を考慮して適宜設定される。眼底での
注目部位としては、例えば、網膜、脈絡膜などが考えられる。前眼部での注目部位として
は、例えば、角膜、隅角、毛様体などが考えられる。　　　
【００２９】
　第１光源ユニット６０は、例えば、時間的に波長を走査し、中心波長が８４０ｎｍであ
ってλ＝７９０ｎｍ～８９０ｎｍの波長帯域を持つ第１波長光を発生させる。この場合、
第１光フィルタ６００は、第１波長光に対応する波長帯域の範囲内において、選択波長を
変化させる。



(7) JP 2011-212432 A 2011.10.27

10

20

30

40

50

【００３０】
　第２光源ユニット９０は、例えば、時間的に波長を走査し、中心波長が１３００ｎｍで
あってλ＝１２５０～１３５０ｎｍの波長帯域を持つ第２波長光を発生させる。この場合
、第２光フィルタ９００は、第２波長光に対応する波長帯域の範囲内において、選択波長
を変化させる。もちろん第１波長光（又は第２波長光）の中心波長は、これに限定される
ものでなく、中心波長に対する上限波長及び下限波長においても、これに限定されるもの
ではない。
【００３１】
　まず、第１光源ユニット６０の構成について説明する。第１光源ユニット６０は、第１
光ファイバ６６を含んでループを形成している。このループに一部には、第１ゲイン媒体
として第１波長光を発生させる半導体光増幅器６１（以下、第１ＳＯＡとする）、光ファ
イバループを透過する光の偏波方向を一定の方向に規定する偏波コントローラ６２及び６
５、光ファイバを透過する光の方向を図２に示すような矢印方向に規制する第１光サーキ
ュレータ６３、光ファイバループの光の一部を抽出する第１光カップラ６４を設ける。な
お、第１光サーキュレータ６３の入力端子６３ａ、６３ｂ、６３ｃが光ファイバループに
接続されており、入力端子６３ａから入射した光は、端子６３ｂより出射される。また、
入力端子６３ｂから入射した光は、端子６３ｃより出射される。
【００３２】
　第１光サーキュレータの端子６３ｂは、光ファイバ４３ｂ、ＷＤＭ（Wavelength Divis
ion Multiplexing）カップラ４１、光ファイバ４５を介して、第１波長可変光フィルタ６
００に接続される。また、第１光カップラ６４から抽出された光の一部は、光ファイバ４
３ｄ、ＷＤＭカップラ４２を介して、光ファイバ３８ａに接続されている。
【００３３】
　第１光フィルタ６００の構成について説明する。第１光フィルタ６００は、第１光源ユ
ニット６０からの光を平行光にするコリメートレンズ４６、ポリゴンミラー４７、第１レ
ンズ４８、ダイクロイックミラー４９、第２レンズ６７、第１回折格子６８（グレーティ
ング）、第１反射ミラー６９で構成されている。
【００３４】
　第１レンズ４８と第２レンズ６７は、一つのレンズ系として望遠鏡系をなしている。第
１レンズ４８は、第１レンズ４８の焦点距離にほぼ等しい距離分、ポリゴンミラー４７の
反射面から離れた位置に配置されている。第２レンズ６７は、第１レンズ４８の焦点距離
と第２レンズ６７の焦点距離の総和にほぼ等しい距離、第１レンズ４８から離れた位置に
配置されている。
【００３５】
　ポリゴンミラー４７は、回転させることにより平行光を一定範囲で一定の角速度で反射
することができる。第１回折格子６８は、一定のピッチで連続して断面のこぎり波形状の
面が形成された格子であり、リットマン配置にて構成されている（もちろんリトロー配置
を用いてもよい）。なお、第１回折格子６８には、第１波長光に対応する波長帯域を波長
毎に分光可能な回折格子が用いられる。ここで、第１回折格子６８は、入射角に応じて第
１波長光における光ビームの選択波長を変化させる。
【００３６】
　次に、第２光源ユニット９０の構成について説明する。第２光源ユニット９０の構成は
、第２光ファイバ９６を含んでループを形成している。このループに一部には、第２ゲイ
ン媒体として第２波長光を発生させる半導体光増幅器９１（以下、第２ＳＯＡとする）、
偏波コントローラ９２及び９５、第２光サーキュレータ９３、第２光カップラ９４を設け
る。なお、第２光サーキュレータ９３の入力端子９３ａ、９３ｂ、９３ｃが光ファイバル
ープに接続されている。
【００３７】
　第２光サーキュレータの端子９３ｂは、光ファイバ４３ａ、ＷＤＭカップラ４１、光フ
ァイバ４５を介して、第２波長可変光フィルタ９００に接続される。また、第２光カップ
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ラ９４から抽出された光の一部は、光ファイバ４３ｃ、ＷＤＭカップラ４２を介して、光
ファイバ３８ａに接続されている。
【００３８】
　なお、ＷＤＭカップラ４１は、第１光源ユニット６０と第２光源ユニット９０からの光
を光ファイバ４５に導くと共に、各波長に応じて光路を分ける特性を持っている。また、
ＷＤＭカップラ４２は、第１光源ユニット６０と第２光源ユニット９０からの光を光ファ
イバ３８ａに導く。
【００３９】
　第２波長可変光フィルタ９００の構成について説明する。第２波長可変光フィルタ９０
０は、第２光源ユニット９０からの光を平行光にするコリメートレンズ４６、ポリゴンミ
ラー４７、第１レンズ４８、第３レンズ９７、第２回折格子９８（グレーティングミラー
）、第２反射ミラー９９で構成されている。なお、第２波長走査型光源ユニット６０と第
２波長可変光フィルタ６００の光学配置は、第１波長走査型光源ユニット９０と第１波長
可変光フィルタ９００と同様であるため、説明を省略する。なお、第２回折格子９８には
、第２波長光に対応する波長帯域を波長毎に分光可能な回折格子が用いられる。ここで、
第２回折格子９８は、入射角に応じて第２波長光における光ビームの選択波長を変化させ
る。
【００４０】
　なお、図２に示すように、本実施形態に係る第１波長可変光フィルタ６００と第２波長
可変光フィルタ９００は、各測定光の進行方向を変化させる光偏向器（ポリゴンミラー４
７）を共有して使用している。ダイクロイックミラー４９は、第１波長光に対応する波長
帯域の光を反射し、第２波長光に対応する波長帯域の光を透過する特性を有する。これに
より、第１波長光の光路と第２波長光の光路が分割される。すなわち、ポリゴンミラー４
７によって偏向された光の内、第１波長光を第１回折格子６８に導き、第２波長光を第２
回折格子９８に導く。
【００４１】
　上記のような構成を備える波長走査型光源２７の動作について説明する。初めに第１光
源ユニット６０と第１光フィルタ６０の動作について説明する。光は、入力端子６３ａに
入射し、第１光サーキュレータ６３により端子６３ｂより光ファイバ４３ｂに入り、ＷＤ
Ｍカップラ４１を介して、コリメータレンズ４６によって平行光となりポリゴンミラー４
７に向かう。そして、その平行光は、ポリゴンミラー４７の回転角度によって決まる角度
で反射され、第１レンズ４８により集光した後、ダイクロイックミラー４９によって反射
され、２つの光路Ａ、Ｂの内のＡ方向へと導かれる。第１波長光は、Ａの光路へと導かれ
、第２レンズ６７により再度、平行光とされ、第１回折格子６８に入射される。そして、
第１回折格子６８により波長選択された反射光は、第１反射ミラー６９でそのまま同一方
向に反射され、第１回折格子６８～第１レンズ４８を介してポリゴンミラー４７で反射さ
れた後、光ファイバー４５に入射される。その後、光ファイバ４５～光ファイバ４３ｂを
介して第１光サーキュレータ６３により光ファイバループに加わる。その後、制御部７０
により、第１ＳＯＡ６１が駆動されると、第１回折格子６８により選択された波長で発振
する。こうして、光ファイバループで発振した光の一部、本実施例においては、３０％の
レベルの光を第１光カップラ６４を介して取り出す。第１光カップラ６４を介して取り出
された第１波長光は、光ファイバ３８ａを介して、眼底断層像の撮影に利用される。
【００４２】
　次に第２光源ユニット９０、第２光フィルタ９００の動作について説明する。光は、入
力端子９３ａに入射し、第２光サーキュレータ９３により端子９３ｂより光ファイバ４３
ａに入り、ＷＤＭカップラ４１を介して、コリメータレンズ４６によって平行光となりポ
リゴンミラー４７に向かう。そして、その平行光は、ポリゴンミラー４７の回転角度によ
って決まる角度で反射され、第１レンズ４８により集光した後、ダイクロイックミラー４
９を透過し、２つの光路Ａ、Ｂの内のＢ方向へと導かれる。第２波長光は、Ｂの光路へと
導かれ、第３レンズ９７により再度、平行光とされ、第２回折格子９８に入射される。そ
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して、第２回折格子９８により波長選択された反射光は、第２反射ミラー９９でそのまま
同一方向に反射され、第２回折格子９８～第１レンズ４８を介してポリゴンミラー４７で
反射された後、光ファイバ４５に入射される。その後、光ファイバ４５～光ファイバ４３
ａを介して第２光サーキュレータ９３により光ファイバループに加わる。その後、制御部
７０により、第２ＳＯＡ９１が駆動されると、第２回折格子９８により選択された波長で
発振する。こうして、光ファイバループで発振した光の一部、本実施例においては、３０
％のレベルの光を第２光カップラ９４を介して取り出す。第２光カップラ９４を介して取
り出された第２波長光は、光ファイバ３８ａを介して、前眼部断層像の撮影に利用される
。
【００４３】
　なお、第１波長可変光フィルタ６００、第２波長可変光フィルタ９００いずれにおいて
も、駆動部１００によってポリゴンミラー４７を回転させることで、各回折格子への入射
角度が変化し、これによって選択波長が変化する。従って、ポリゴンミラー４７を回転さ
せることによって、発振波長を変化させることができる。
【００４４】
　次に、ＯＣＴ光学系２００の全体構成について説明する（図１参照）。波長走査型光源
２７は、ＯＣＴ光学系２００の測定光及び参照光として用いられる第１波長光と第２波長
光を発する光源である。２６は光分割部材と光結合部材としての役割を兼用するファイバ
ーカップラである。波長走査型光源２７から発せられた光（第１波長光又は第２波長光）
は、導光路としての光ファイバ３８ａを介して、ファイバーカップラ２６によって参照光
と測定光とに分割される。測定光は光ファイバ３８ｂを介して被検眼Ｅへと向かい、参照
光は光ファイバ３８ｃを介して参照ミラー３１へと向かう。なお、以下の説明では、第１
波長光による測定光を第１測定光、第２波長光による測定光を第２測定光として説明する
。
【００４５】
　測定光を被検眼Ｅへ向けて出射する光路には、測定光を出射する光ファイバ３８ｂの端
部３９ｂ、コリメートレンズ２８、被検眼の屈折誤差に合わせて光軸方向に移動可能なフ
ォーカシングレンズ２４、走査駆動機構５１の駆動により眼底上でＸＹ方向に測定光を走
査させることが可能な２つのガルバノミラーの組み合せからなる走査部２３と、リレーレ
ンズ２２が配置されている。ダイクロイックミラー４０及び対物レンズ１０は、ＯＣＴ光
学系２００からのＯＣＴ測定光を被検眼眼底へと導光する導光光学系としての役割を有す
る。なお、光ファイバ３８ｂの端部３９ｂは、被検眼眼底と共役となるように配置される
。また、走査部２３の２つのガルバノミラーは、被検眼瞳孔と略共役な位置に配置される
。
【００４６】
　光ファイバ３８ｂの端部３９ｂから出射した測定光は、コリメートレンズ２８によって
コリメートされた後、フォーカシングレンズ２４を介して、走査部２３に達し、２つのガ
ルバノミラーの駆動により反射方向が変えられる。そして、走査部２３で反射された測定
光は、リレーレンズ２２を介して、ダイクロイックミラー４０で反射された後、対物レン
ズ１０を介して、被検眼眼底に集光される。
【００４７】
　そして、眼底で反射した測定光は、対物レンズ１０を介して、ダイクロイックミラー４
０で反射し、ＯＣＴ光学系２００に向かい、リレーレンズ２２、走査部２３の２つのガル
バノミラー、フォーカシングレンズ２４及びコリメートレンズ２８を介して、光ファイバ
３８ｂの端部３９ｂに入射する。端部３９ｂに入射した測定光は、光ファイバ３８ｂ、フ
ァイバーカップラ２６に達する。
【００４８】
　一方、参照光を参照ミラー３１に向けて出射する光路には、参照光を出射する光ファイ
バ３８ｃの端部３９ｃ、コリメータレンズ２９、参照ミラー３１が配置されている。参照
ミラー３１は、参照光の光路長を変化させるべく、参照ミラー駆動機構５０により光軸方
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向に移動可能な構成となっている。
【００４９】
　光ファイバー３８ｃの端部３９ｃから出射した参照光は、コリメータレンズ２９で平行
光束とされ、参照ミラー３１で反射された後、コリメータレンズ２９により集光されて光
ファイバ３８ｃの端部３９ｃに入射する。端部３９ｃに入射した参照光は、光ファイバ３
８ｃを介して、ファイバーカップラ２６に達する。
【００５０】
　そして、光源２７から発せられた光によって前述のように生成される参照光と被検眼眼
底に照射された測定光による眼底反射光は、ファイバーカップラ２６にて合成され干渉光
とされた後、光ファイバ３８ｄを通じて受光素子８３に受光される。
【００５１】
　ここで、波長走査型光源２７から出射される光の波長が変化されると、受光素子８３に
よって検出される波長帯域が時間的に変化する。そこで、受光素子８３から出力される受
光信号と光源２７の出射波長との対応付けが制御部７０によって行われることにより、干
渉光のスペクトル情報が記録される。そして、そのスペクトル情報が制御部７０へと入力
され、フーリエ変換を用いて解析することで、被験者眼の深さ方向における情報（Ａスキ
ャン信号）が計測可能となる。
【００５２】
　なお、受光素子８３は、一つであってもよいし、複数あってもよい。また、第１波長光
と第２波長光を分離させる光学部材（例えば、ＷＤＭカップラ４１）を受光光学系に設け
、第１波長光を受光する第１受光素子と、第２波長光を受光する第２受光素子と、独立し
て設けても良い。これにより各受光素子には、各波長光に適した受光素子が用いられる。
【００５３】
　次に、本実施形態に係る装置の制御系について説明する。制御部７０には、光源２７、
駆動部１００、メモリ（記憶部）７２、各種操作を行うための操作部７４、表示モニタ７
５、走査駆動機構５１、参照ミラー駆動機構５０、フォーカシングレンズ２４を光軸方向
に移動させるための駆動機構２４ａ、等が接続されている。そして、制御部７０は、受光
素子８３から出力される受光信号に基づいて画像処理により眼底部断層像及び前眼部断層
像を形成させる。
【００５４】
　なお、操作部７４には、眼底部の断層像を撮影することを想定した眼底撮影モードと、
前眼部の断層像を撮影することを想定した前眼部撮影モードが用意されている。なお、制
御部７０は、眼底撮影モード時には、第１波長走査型光源ユニット６０と第１波長可変光
フィルタ６００とを用いて第１波長光を出射する。また、前眼部撮影モード時には、第２
波長走査型光源ユニット９０と第２波長可変光フィルタ９００とを用いて第２波長光を出
射する。
【００５５】
　次に、より具体的な撮影動作について説明する。眼底部の断層像を撮影する場合には、
眼底撮影モードを使用する。まず、制御部７０は、第１光源ユニット６０を駆動させると
共に、駆動部１００を駆動させ、第１測定光を被検眼Ｅに向けて出射する。制御部７０は
、２つのガルバノミラーを用いて、第１測定光を眼底上で走査し、その反射光と参照光に
よる干渉光を受光素子８３にて検出することにより、眼底部の断層画像を取得する（図３
（ａ）参照）。
【００５６】
　前眼部の断層像を撮影する場合には、前眼部撮影モードに切り換える。自動又は手動に
て、モード切換信号が発せられると、制御部７０は、第１光源ユニット６０の駆動を停止
させ、代わりに第２光源ユニット９０を駆動させ、第２測定光を被検眼Ｅに向けて出射す
る。そして、制御部７０は、２つのガルバノミラーを用いて、第２測定光を前眼部上で走
査し、その反射光と参照光による干渉光を受光素子８３にて検出することにより、前眼部
の断層画像を取得する（図３（ｂ）参照）。
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【００５７】
　以上示したように、上記光源２７によれば、被検眼の撮影部位に応じた波長設定が可能
となり、眼底撮影に適した第１波長光（好ましくは、λ＝８００～１１００ｎｍ）によっ
て鮮明な眼底断層像が得られる一方、前眼部撮影に適した第２波長光（好ましくは、λ＝
１２００ｎｍ以上）によって鮮明な前眼部断層像が得られる。これにより、眼底撮影用の
波長帯域では撮影が困難であった部分、例えば、強膜に隠された隅角部分においても鮮明
に撮影できる。
【００５８】
　なお、前眼部像と眼底像の両方を撮影する干渉光学系を設ける場合、被検眼の前眼部と
眼底の両方に焦点を合わせる必要がある。例えば、前眼部撮影を行う場合、眼底撮影をベ
ースに構成された干渉光学系の対物レンズの前に、前眼部に焦点位置をシフトさせるため
のレンズ系を持つ前眼部アダプターが設けられる。もちろん、前眼部撮影をベースに構成
された干渉光学系の対物レンズの前に、眼底部に焦点位置をシフトさせるためのレンズ系
を持つ眼底部アダプターが設けられてもよい。また、干渉光学系の内部のレンズの挿脱に
よって焦点位置が変更される構成であってもよい。
【００５９】
　また、以上のように第１光フィルタ６００と第２光フィルタ９００とでポリゴンミラー
４７が共用され、ダイクロイックミラー４９によって第１波長光と第２波長光が分離され
た後に波長選択が行われる構成としたことにより、眼底撮影に適した波長光の発振と前眼
部撮影に適した波長光の発振を安価かつ簡単な構成で行うことができる。
【００６０】
　また、ポリゴンミラー４７の反射面と回折格子６８、９８の反射面が共役関係になるよ
うに、ポリゴンミラー４７と回折格子６８、９８の間にレンズ系（第１レンズ４８及び第
２レンズ６７、第１レンズ４８及び第３レンズ９７）を設置することにより、ポリゴンミ
ラー４７の回転時において連続的に出射される各波長の光路長を一定に保つことができる
。これにより、画像撮影時への影響が少なく、画像補正等の動作をする必要がなくなる。
【００６１】
　なお、図２の光フィルタにおいては、回折格子が複数設置された光学系をポリゴンミラ
ーよりも後に設置するものを用いたが、これに限るものではない。例えば、図４に示すよ
うに、第１波長光を分光するための回折格子１１１と第２波長光を分光するための回折格
子１２１がポリゴンミラー１１２より前に設置される。そして、回折格子１１１とポリゴ
ンミラー１１２との間には、第１レンズ１１３、ダイクロイックミラー１１４、第２レン
ズ１１５が配置され、回折格子１２１とポリゴンミラー１１２との間には、第３レンズ１
２２、ダイクロイックミラー１１４、第２レンズ１１５が配置される。ここで、ダイクロ
イックミラー１１４は、第１波長光を透過し、第２波長光を反射する特性を有する。
【００６２】
　ここで、光ファイバ４３ｂを介して出射された第１波長光は、回折格子１１１によって
分光された後、第１レンズ１１３を介してダイクロイックミラー１１４を透過し、第３レ
ンズ１１５を介してポリゴンミラー１１２で反射され、反射ミラー１１６によってそのま
ま同一方向に反射される。そして、コリメータレンズ１１５～回折格子１１１を介して光
ファイバ４３ｂに戻される。
【００６３】
　また、光ファイバ４３ａを介して出射された第２波長光は、回折格子１２１によって分
光された後、第３レンズ１２２を介してダイクロイックミラー１１４によって反射され、
第２レンズ１１５を介してポリゴンミラー１１２で反射され、反射ミラー１１６によって
そのまま同一方向に反射される。そして、第２レンズ１１５～回折格子１２１を介して光
ファイバ４３ａに戻される。
【００６４】
　駆動部１００によってポリゴンミラー１１２が回転されることで、反射ミラー１１６に
よって同一方向に戻される光が選択され、これによって選択波長が変化する。従って、ポ
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【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】眼科撮影装置の光学系及び制御系を示す図である。
【図２】波長走査型光源の構成を示す図である。
【図３】撮影された眼底部の断層画像と前眼部の断層像を示す図である。
【図４】本発明の変容例を示す図である。
【符号の説明】
【００６６】
　２７　波長走査型光源
　４１　ＷＤＭカップラ
　４７　ポリゴンミラー
　４９　ダイクロイックミラー
　６０　第１光源ユニット
　６１　第１ＳＯＡ
　６８　第１回折格子
　７０　制御部
　８３　受光素子
　９０　第２光源ユニット
　９１　第２ＳＯＡ
　９８　第２回折格子
　１１１　回折格子
　１１２　ポリゴンミラー
　１１４　ダイクロイックミラー
　２００　ＯＣＴ光学系
　１０００　波長可変光フィルタ
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